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忍川・さきたま調節池・
酒巻導水路が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト展開中！

特 集 田んぼアートのその次は…
「わらアート」だ!! ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.2
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市
で
は
、
環
境
の
現
状
や
環
境
に
関
す
る
施
策

の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
整
理
し
た
「
行
田
市
環

境
報
告
書
」
を
毎
年
度
作
成
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
25
年
度
の
実
績
を
ま
と
め
た

「
平
成
26
年
度
版
行
田
市
環
境
報
告
書
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
次
の
場
所
で
公
表
し
て
い
る
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

公
表
場
所
　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
南
河
原
支

所
、
中
央
公
民
館
、
各
公
民
館

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
政
策
担
当
☎
５
５

　
６
―
９
５
３
０

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
保
守
点
検
・
清

掃
の
他
に
、
年
1
回
の
「
定
期
水
質
検
査
（
法
定

検
査
）
」の
受
検
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
水
環
境
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
も
、
浄
化
槽
を

使
用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
定
期
水
質
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
定
期
水
質
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
知
事
指
定
検
査
機
関
が
契
約
し
て
い
る
保

守
点
検
業
者
・
清
掃
業
者
に
連
絡
し
、
検
査
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
期
水
質
検
査
の
手
数
料

　
【
10
人
槽
以
下
（
家
庭
用
浄
化
槽
）
】
5
千
円　
　

　
※ 

11
人
槽
以
上
の
場
合
は
、
大
き
さ
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
㈳
埼
玉
県
浄
化

槽
協
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
協
会
法
定
検
査
部
☎
５
３
３

　
―
４
７
０
０

　
市
で
は
、
行
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
実
現
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
広
場
周
辺
再
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
意
見
募
集
期
間
　
2
月
20
日
㈮
〜
3
月
11
日
㈬

▼ 

閲
覧
方
法
　
都
市
計
画
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
開
庁
時
間
内
に
限
り
ま
す
）
※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可

▼ 

意
見
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
（
法
人
の
場
合
は
、主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、

名
称
、
代
表
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
お
よ
び
担

当
者
名
）
を
明
記
の
上
（
様
式
自
由
）、
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】

〒
３
６
１
―
０
０
５
２ 

行
田
市
本
丸
2
―

20 

行
田
市
都
市
計
画
課
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３

―
４
５
４
４
【
Ｅ
メ
ー
ル
】toshi@

city.
gyoda.lg.jp

▼ 

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
　
個
人
を
特
定
で

き
な
い
よ
う
に
編
集
し
た
上
で
、
内
容
お
よ
び

意
見
に
対
す
る
見
解
・
対
応
を
公
表
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
　
口
頭
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
計
画
担
当
☎
５
５
０
―
１

　
５
５
０

平
成
26
年
度
版
行
田
市
環
境
報
告
書
を

公
表
し
て
い
ま
す

浄
化
槽
の
健
康
診
断
を

　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
広
場
周
辺
再
整
備

基
本
計
画(

案)

に
対
す
る
意
見
を

募
集
し
ま
す

　県および県内市町村では、金融機関と連携して
口座振替による納税を推進しており、現在市税な
どの口座振替を申し込みした方を対象に、すてき
な埼玉グッズが抽選で当たるキャンペーンを実
施しています。実施期間は3月31日㈫までです。
この機会に、納付忘れがなくなる口座振替を利用
してみてはいかがですか。

▶プレゼント賞品
　【Ａコース】細川紙使用フロアランプ…5人
　【Ｂコース】県の魅力を再発見できる冊子
　　　　　　 「埼玉ルール」…50人
▶ 対象の口座振替　市県民税、固定資産税、軽自
動車税、国民健康保険税、その他市税など

▶ 応募方法　次の参加機関の窓口で対象の口座振
替を申し込みし、配布された応募用紙に必要事
項を記入の上、提出してください。

　 【参加機関】埼玉県、行田市、埼玉りそな銀行、
武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫、ＪＡバンク埼玉他

▶その他　詳細は市ホームページをご覧ください。
▶問い合わせ　収納課収納担当(内線237)

彩の国口座振替お申込み
　   キャンペーンを実施中 　全国の税務署で平成26年分の所得税・消費税確

定申告の受け付けが始まります。
　国税庁では、インターネットで自宅やオフィスか
ら申告することができる「国税電子申告・納税システ
ム（e―Tax）」による申告を積極的に推進しています。
　先日、行田税務署で工藤市長が所得税の確定申告
をe―Taxで行いました。工藤市長は「簡単に申告で
きるので大変便利。市民の皆さんもぜひ利用してい
ただきたい」と呼び掛けていました。
　なお、e―Taxで申告を行うと、添付書類の省略
や還付金を早く受け取れるなどのメリットがありま
す。市民の皆さん、確定申告の際はぜひe―Taxを
ご利用ください。

確定申告はe―Taxが便利です

e-Taxで確定申告を行う工藤市長

貴重な一票を大切に　
4月は統一地方選挙が執行されます
4月12日㈰…県議会議員 選挙、4月26日㈰…市議会議員・市長 選挙

■立候補予定者説明会を3月7日㈯に開催
　4月26日執行の行田市議会議員一般選挙および行田市長選挙について、立候補を予定している方を対象に、次のと
おり説明会を開催します。
▶日 時　3月7日㈯午前9時～正午
▶場 所　市役所305会議室 ※会議室の都合により、参加者は立候補予定者1人につき3人まで(立候補予定者を含む)

郵便などによる不在者投票ができます
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証をお持ちの方で、次の事項に該当する方は、郵便など
による不在者投票を行うことができます。なお、新たな申請では、審査に日数がかかる場合がありますので、早めに
申請してください。

身体障害者手帳をお持ちの方
・両下肢、体幹または移動機能の障害の程度が1・2級の方
・心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸または小腸の障害の程度が1級または3級の方
・免疫または肝臓の障害の程度が1級から3級の方
・両下肢などの障害の程度が上記に該当すると知事などが証明した方

戦傷病者手帳をお持ちの方
・両下肢または体幹の障害の程度が特別項症から第2項症の方
・心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸または肝臓の障害の程度が特別項症から第3項症の方
・両下肢などの障害の程度が上記に該当すると知事が証明した方

介護保険の被保険者証(要介護状態区分が要介護5)をお持ちの方
※郵便などによる不在者投票での代理記載制度もあります。詳しくは選挙管理委員会へ問い合わせください。

▶問い合わせ　選挙管理委員会(内線219)

１　郵便等投票証明書の交付申請
　投票に先立って、郵便などによる不在者投票をすることができる者であることを証明する｢郵便等投票証明書｣
の交付を、名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会に申請します。

名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会

申請書(署名必要) 身体障害者手帳など

①申請

②郵便などをもって送付

郵便等投票証明書

２　投票手続き

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会

請求書(署名必要) 郵便等投票証明書

①投票用紙・投票用封筒の請求

②郵便などをもって送付

　③現存する場所で、投票用紙に候補者名を記載
　　し、投票用封筒に入れた後、その表面に署名④郵便などをもって送付

選挙人

▶ 問い合わせ　同署総務課☎556―2121（自動音声2番）

選挙人

④郵便などをもって送付④郵便などをもって送付

投票用紙・投票用封筒

①投票用紙・投票用封筒の請求

②郵便などをもって送付

①投票用紙・投票用封筒の請求

②郵便などをもって送付

投票用紙・投票用封筒

　③現存する場所で、投票用紙に候補者名を記載

投票用封筒
(署名必要)

記載済み
投票用紙
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子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

が
平
成
24
年
8
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 　
　

　
市
で
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
本
市
の
子
育
て
支

援
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め
、
子
育
て
支
援
を

計
画
的
に
実
施
す
る
「
行
田
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

▼
意
見
募
集
期
間
　
2
月
23
日
㈪
ま
で

▼ 

閲
覧
場
所
　
子
育
て
支
援
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
南
河
原
支
所
（
開
庁
時
間
内
に
限
り
ま

す
）
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可

▼ 

意
見
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
（
様
式
自
由
）、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
ー

８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
―
5  

行
田
市
子
育

て
支
援
課
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
６
ー
３
５
５
１

【
Ｅ
メ
ー
ル
】kosodate@
city.gyoda.

lg.jp

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
子
育
て
支
援
担
当
（
内
線

２
９
２
）

【
主
な
変
更
点
】

・ 

保
育
料
を
決
定
す
る
基
礎
税
額
が
、
所

得
税
か
ら
個
人
市
民
税
（
住
民
税
）
へ

変
更
さ
れ
ま
す
。

・ 

個
人
市
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
均
等

割
の
み
課
税
世
帯
の
保
育
料
は
無
料
と

な
り
ま
す
。

・ 

保
育
料
の
最
高
額
を
6
万
円
か
ら

5
万
5
千
円
へ
引
き
下
げ
、
全
階
層
の

保
育
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
老
人
福
祉
法
お
よ
び
介
護
保
険
法
に

基
づ
き
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
事
業
や
介
護
保
険

事
業
な
ど
を
一
体
的
に
定
め
た
計
画
の
策
定
（
更

新
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

▼
意
見
募
集
期
間
　
2
月
26
日
㈭
ま
で

▼ 

閲
覧
場
所
　
高
齢
者
福
祉
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
南
河
原
支
所
（
開
庁
時
間
内
に
限
り
ま

す
）
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可

▼ 

意
見
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
（
様
式
自
由
）、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１

―
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
―
5 

行
田
市
高

齢
者
福
祉
課
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
６
４
―
３
７
７
０　

【
Ｅ
メ
ー
ル
】kourei@

city.gyoda.lg.jp

▼ 

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
　
個
人
を
特
定
で

き
な
い
よ
う
に
編
集
し
、
概
要
を
公
表
し
ま

す
。
ま
た
、
意
見
に
基
づ
い
て
修
正
し
た
場
合

は
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
個
別

に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

▼ 

そ
の
他
　
口
頭
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
介
護
保
険
担
当
（
内
線

２
７
７
）

▶ 問い合わせ　同課保育担当（内線263）

負担額（保育料）が変わります4月から保育所などの利用者

行
田
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業

計
画（
素
案
）に
対
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す

第
6
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・介

護
保
険
事
業
計
画（
案
）に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

行田市特定教育・保育施設利用者負担額表
教育標準認定（1号認定）

在籍児童の属する世帯の階層区分
利用者負担額
（月額）

階層 定　　　義

Ａ

生活保護法による被保護世帯（単給
世帯を含む）および中国残留邦人等
の円滑な帰国の促進並びに永住帰国
した中国残留邦人等及び特定配偶者
の自立の支援に関する法律による支
援給付受給世帯

0円

Ｂ

Ａ階層を除き、
現年度分市民
税額の区分が
次の区分に該
当する世帯

市民税非課税世
帯（市民税所得割
非課税世帯を含
む）

0円

Ｃ1 所得割課税額
 77,100円以下 13,700円

Ｃ2 211,200円以下 17,500円

Ｃ3 211,201円以上 22,000円

行田市特定教育・保育施設利用者負担額表　保育認定（2号認定および3号認定）
在籍児童の属する世帯の階層区分 利用者負担額（月額）

階層 定　　　義
2号（満3歳以上児） 3号（満3歳未満児）
標準時間 短時間 標準時間 短時間

Ａ

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含
む）および中国残留邦人等の円滑な帰国の促進
並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定
配偶者の自立の支援に関する法律による支援
給付受給世帯

0円 0円 0円 0円

Ｂ
Ａ
階
層
を
除
き
、
現
年
度
分
市
民
税
額
の
区
分
が
次
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

市民税非課税世帯
（市民税所得割非課税世帯を含む） 0円 0円 0円 0円

Ｃ1 所得割課税額 5,000円未満 7,500円 7,300円 9,500円 9,300円
Ｃ2 5,000円以上 30,000円未満 8,500円 8,300円 10,500円 10,200円
Ｃ3 30,000円以上 48,600円未満 10,100円 9,800円 11,500円 11,200円
Ｃ4 48,600円以上 60,000円未満 13,000円 12,700円 15,000円 14,700円
Ｃ5 60,000円以上 76,000円未満 17,000円 16,600円 18,900円 18,500円
Ｃ6 76,000円以上 97,000円未満 20,500円 20,000円 22,800円 22,300円
Ｃ7 97,000円以上 114,000円未満 24,300円 23,800円 26,700円 26,100円
Ｃ8 114,000円以上 130,000円未満 24,700円 24,200円 31,500円 30,800円
Ｃ9 130,000円以上 169,000円未満 25,200円 24,600円 35,700円 34,900円
Ｃ10 169,000円以上 225,000円未満 25,700円 25,100円 43,900円 43,000円
Ｃ11 225,000円以上 258,000円未満 25,900円 25,300円 47,500円 46,500円
Ｃ12 258,000円以上 301,000円未満 26,100円 25,500円 49,900円 48,900円
Ｃ13 301,000円以上 330,000円未満 26,500円 25,900円 52,200円 51,100円
Ｃ14 330,000円以上 361,000円未満 26,800円 26,200円 52,900円 51,800円
Ｃ15 361,000円以上 397,000円未満 27,000円 26,400円 53,400円 52,300円
Ｃ16 397,000円以上 27,500円 26,900円 55,000円 53,900円

　

4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
（
以
下

「
新
制
度
」）
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
保
育
所
な
ど

（
保
育
所
、
新
制
度
の
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
）

を
利
用
す
る
た
め
の
料
金
に
つ
い
て
、
国
が
定
め
る
基
準

額
を
上
限
に
市
が
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た

び
、
本
市
に
お
け
る
利
用
者
負
担
額
（
以
下
「
保
育
料
」）

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

負担額（保育料）が変わります4
行田市特定教育・保育施設利用者負担額表　保育認定（2号認定および3号認定）
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、

不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
紹
介
制
で
、

紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
品
は

無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登
録
の
際

に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６
―
９
５
３
０

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報

さしあげます

ゆずってください

▷マットレス（セミダブルサイズ）　▷げた箱　▷ノートパ
ソコン　▷猫用トイレ　▷室内用折り畳み式犬小屋　▷タ
イヤチェーン

▷衣類乾燥機　▷冷凍庫　▷ファンヒーターガード　
▷ダイニングテーブルセット　▷アナログカメラ　▷
ベッド（シングルサイズ）　▷ベビーベッド　▷着付け
練習用人形　▷石油ストーブ　▷職業用ミシン

　シルバー人材センターでは、60歳以上の健康で
働く意欲のある方の入会をお待ちしています。
　長年の知識や技能・経験を生かして「地域に貢献
したい」「健康のために体を動かしてみたい」と思っ
ている方、同センターの会員になりませんか。

▶ 入会説明会　毎月第1・第3木曜日の午前10時か
ら同センター (旭町13―24)で行っています。

　同センターでは次のような仕事をお受けしていま
すので、お気軽にご連絡ください。

▶ 仕 事 例　刃物研ぎ、植木の剪
せん
定
てい
、除草作業、屋

内外の掃除、ふすま・障子・網戸の張り替え、簡
単な大工仕事、塗装、福祉家事援助、各種イベン
トの手伝い、その他軽作業など
▶問い合わせ　同センター☎556―5221

シルバー人材センターからのお知らせ

　本人通知制度とは、代理人や第三者の請求により
住民票の写しなどを交付したとき、事前に登録した
本人にその事実を通知するものです。この制度によ
り、住民票の写しなどの不正取得の早期発見や抑制
につながることが期待されます。
　なお、登録有効期限はありませんので、登録した
方の住所・氏名・本籍などに変更がない間は、再度
登録の手続きは不要です。

▶ 対 象　本市の住民基本台帳または戸籍簿に記
録のある方

▶ 登録方法　本人確認書類(運転免許証など)を持
参の上、市民課窓口で申請してください。

▶ 通知内容　代理人や第三者に交付した年月日、証
明書の種別および通数、交付請求者の種別

▶ 注 意　通知の対象となるものは、代理人請求
や第三者請求ですが、請求理由や請求先によって
は、通知しない場合があります。

▶問い合わせ　同課市民担当(内線242）

　　ご存じですか  
 　　　　本人通知制度

第4期納期限　2月27日㈮
　受益者負担金は、下水道が供用開始となった時点
で、使用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課さ
れます。この負担金の納付には便利な口座振替をご
利用ください。また、期限内の納付が困難な場合は、
納付相談をご利用ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続など
により受益者の変更があった方は、下水道課までご
連絡ください。

▶問い合わせ　 同課業務担当☎564―0303(前谷
1―1・水道庁舎内）

下水道受益者負担金を
お支払いの方へ

　小針クリーンセンターでは、3月16日㈪から27
日㈮まで、焼却施設の補修を予定しています。この
期間は燃やせるごみの直接搬入はできませんので、
ご注意ください。

▶問い合わせ　鴻巣行田北本環境資源組合
　　　　　　　☎559―3641

燃やせるごみの直接搬入を
一時中止します

平
成
27
年

 5月 7日 入学式、オリエンテーション

平
成
27
年

10月22日 行田市の原点　日本一の足袋産業

 5月14日 郷土の地形と成り立ち  10月31日､
11月 1日 ものつくり大学学園祭

 5月28日 グループ研究の取り組み 11月12日 自然の大切さ みんなで学ぼう

 6月11日 ｢のぼうの城｣を検証する 11月26日 第2回視察ツアー

 6月25日 第1回視察ツアー 12月10日 郷土の誇り埼玉古墳群

 7月 9日 古墳 12月17日 健康長寿の食生活

 7月23日 防犯対策
平
成
28
年

 1月14日 郷土の文化を学ぶ

 7月30日 忍城主はなぜ徳川幕府に重用されたのか  1月28日 郷土の著名人に聞く

 9月10日 郷土の歴史を学ぶ  2月18日 老後のくらし

 9月25日 元気の出るまちづくり  2月25日 グループ研究成果発表

10月 8日 音楽鑑賞  3月10日 修了式

　｢市民による手作りの学校｣を目指し、市民ボランティアが市民のニーズに合った趣向を凝らした
カリキュラムを選定している行田市民大学は、このたび第7期目となる新入生を募集します。行田
市民大学で、学びと仲間づくりのキャンパスライフを楽しみませんか。

▶修学期間　5月から2年間、毎月2回程度(原則第2・第4木曜日)
▶時 間　午後1時30分～ 3時30分 
▶場 所　ものつくり大学(予定)他
▶応募資格　原則として市内在住・在勤で16歳以上の方
▶募集人数　50人(定員を超えた場合は抽選)
▶学 費　年間15,000円(指定する日までに振り込み)
　※視察ツアーは別途負担あり
▶応募方法　市役所、教育委員会、各公民館などに用意してある　
　所定の申込用紙 (市ホームページからダウンロード可)に必要　
　事項を記入の上、3月13日㈮までに持参、郵送、FAXのいずれ　
　かの方法で申し込みください。
　【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20 
　　　　　　　 行田市教育委員会ひとつくり支援課
　【FAX】556―0770
▶入学決定　3月31日(火)までに応募者へ結果を通知します。

講座予定

　※日程および講座内容は、変更となる場合があります。

▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319

5月から2年間、毎月2回程度(原則第2・第4木曜日)

市役所、教育委員会、各公民館などに用意してある　
所定の申込用紙 (市ホームページからダウンロード可)に必要
　事項を記入の上、3月13日㈮までに持参、郵送、FAXのいずれ　

学んでみよう行田市民大学で
！

行田市民大学

平成27年度の

　｢市民による手作りの学校｣を目指し、市民ボランティアが市民のニーズに合った趣向を凝らした

新入生を募集します
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
和田1165
（総合公園管理事務所）
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児歯

科健診、３歳児健診
場 所　 「行田グリーンアリーナ」研修室・会議室
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診してい

ない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　3月10日㈫午前９時30分～11時
場 所　 総合公園管理事務所
対 象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 3月10日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け)
場 所　 総合公園管理事務所
対 象　 平成26年9月15日～ 10月14日生まれの

お子さんがいる方

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に問
い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口
につながります(携帯電話可)。

・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前９時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガイダ
ンスにしたがってボタン１を押すと相談窓口につながり
ます(携帯電話可)。

・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

2月15日（日) 壮幸会行田総合病院 3月 1日（日) 壮幸会行田総合病院

2月22日（日) 清幸会行田中央総合病院 3月 8日（日) 清幸会行田中央総合病院

こころの相談 (要申し込み)
日 時　2月25日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　総合公園管理事務所
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが乱

れている、自分の性格や人間関係に悩んでい
る、飲酒量が多くやめられないなど、こころ
に悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康

13

　これからママ･パパになる方を対象に、楽しく友達を
つくりながら妊娠・出産・子育てについて学んでいきま
しょう。

日　　時　・ 2月26日㈭午前9時45分～午後2時30
分(午前9時30分から受け付け）

　　　　　・ 3月3日㈫午後1時～ 4時(午後0時45分
から受け付け）

　　　　　※2日間で1コース
場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ
内　　容　 妊娠中と産後の生活の話、子どもの手続きについ

て、簡単な調理実習、妊娠中と赤ちゃんの歯の
　　　　　  健康、子どもの成長と育児の話、沐

もくよく

浴実習 など
対　　象　 妊婦とその家族(内容は初妊婦向けです。既

にお子さんがいる方でも、教室の人数に余裕
がある場合は参加できます）

定　　員　20人(先着順)
注　　意　 妊娠初期（15週まで）と妊娠後期（28週以降）

は体調が変化しやすいため、安定期に入った
妊娠中期(16週～ 27週)の方の参加をお勧
めします。

申し込み　 2月19日㈭までに直接または電話で保健セ
ンター

ママ・パパ教室
　最近、「犬の散歩中のふんが放置されている」という
苦情が多く寄せられています。ふんをそのままにしてお
くことは、環境上・衛生上よくありません。また、土地
の所有者や管理者にとってはとても迷惑で、通行する方
も不快な思いをします。

飼い主はふんを必ず持ち帰りましょう
　犬のふんの放置については、「行田市愛犬条例」の中
に飼い主が順守しなければならない事項として、「散歩
などにより飼い犬を連れ出すときは、ふんを処理するた
めの用具を携行し、ふんをしたときは回収して持ち帰
り、適切な方法により処理すること」と規定しています。
　散歩中のふんは必ず持ち帰り、飼い主の責任で適正に
処理してください。

簡単にできるふんや尿の処理方法
・ 犬の散歩のときは、紙(ティッシュペーパーなど)や
ビニール袋、水を入れたペットボトルなどを持っていく。
・犬がふんをしたら、紙で覆い、ビニール袋に入れる。
・ビニール袋を反転し、袋を閉じる。
・尿をしたら、その場所にペットボトルの水をかける。

　皆さんがお互いに気持ちよく暮らせる快適な環境と
美しいまちづくりのため、犬の散歩をするときは、マ
ナーを守りましょう。

犬のふんは持ち帰りましょう

　平成26年中は、市内で2,245件(概数)の交通事故が起こっています。交通事故を無くすためには、ルー
ルを守るだけでなく、気持ちのゆとりと譲り合いの精神を持つことが大切です。しかし、ルールを守っ
ていても、どんなに注意をしていても交通事故に遭うことがあります。そこで、万一の事故に備えて加
入していただきたいのが交通災害共済制度です。
　この制度は、市民の皆さんが会費を出し合って、加入された方が交通事故に遭ったときに、お互いに
助け合う制度です。皆さんも家族全員で交通災害共済にご加入ください。

万一の事故に備えて

交通災害共済に加入しましょう

平成27年度の加入受け付けが始まります

▶加入資格
　本市の住民基本台帳に記録されている方

▶共済期間
　4月1日から平成28年3月31日までの1年間
　※ 共済期間内に市外へ転出した場合は効力を失い
ます。

▶費　　用
　1人年額500円　
　※10月以降で中途加入する場合は250円

▶加入方法
　2月1日㈰から3月31日㈫までは、自治会を通し
て加入の取りまとめを行います。また、防災安全
課では年間を通して随時受け付けています。

▶対象となる交通事故
　(日本国内の道路上で発生した次の人身事故に限る)
　・ 車両(自動車、原動機付自転車、自転車、バスなど）
に乗車中の衝突、転落、接触などによる事故

　・ 歩行中に発生した運行中の車両との衝突、接触
などによる事故

▶対象とならない交通事故
　・故意による場合
　・無免許運転または飲酒運転
　・ 地震、噴火、津波など天災に直接起因した交通
事故

　・歩行中の単独転倒による事故
　・ 道路以外の場所での事故(個人の宅地または企
業・工場敷地内、農耕作業中の場合など）

▶見 舞 金

▶見舞金の請求期限
　○死亡・医療見舞金の請求期限
　　 事故発生の日の翌日から2年以内です。請求期
限を経過したときは無効になります。

　○後遺障害見舞金の請求期限
　　 事故発生の日の翌日から3年以内です。請求期
限を経過したときは無効になります。

▶問い合わせ
　同課交通担当(内線284)

種類 区分 見舞金額

死亡見舞金 事故発生の日の翌日から起算して
180日以内に死亡したとき 1,200,000円  

後遺障害
見舞金

事故発生の日の翌日から起算して
2年以内に身体障害者福祉法施行
規則の規定による障害等級2級以
上の障害と認定されたとき

700,000円

事故発生の日の翌日から起算し
て2年以内に身体障害者福祉法施
行規則の規定による障害等級5級
以上3級以下の障害と認定された
とき

600,000円

医療見舞金

実
治
療
日
数

180日以上 140,000円

150日以上180日未満 110,000円

120日以上150日未満 90,000円

90日以上120日未満 70,000円

60日以上90日未満 55,000円

30日以上60日未満 40,000円

7日以上30日未満 30,000円

7日未満 14,000円

・ 実治療日数は、入院日数と通院日数(医師の診察を受けた回数）
を加えたものです。
・ 原則として、交通事故証明書または救急車出動証明書(公的証
明書※コピー可）、医師の診断書または自賠責保険の診断書お
よび診療報酬明細書(コピー可)が必要になります。交通事故
証明書または救急車出動証明書がない場合は、実治療日数が7
日以上でも支払われる見舞金の上限が20,000円となります。
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　2月2日㈪・3日㈫・9日㈪・16日㈪・ 　
　　　　　23日㈪、3月2日㈪・3日㈫・9日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

今月の納税
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・8期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・8期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・8期

納期限　3月2日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座
振替をご利用ください。

　これまで「コミュニティセンターみずしろ」および「婦
人ホーム」を予約するための受け付けは、窓口・電話共
に午前9時から開始していました。4月から電話での受
付開始時間は午前9時30分となりますので、ご注意く
ださい。なお、窓口での受付開始時間は、これまで通り
午前9時からです。
　また、婦人ホームの鍵の受け渡し開始時間についても
午前8時50分に変更となります。

▶問い合わせ　地域づくり支援課協働推進担当（内線253）

「コミュニティセンターみずしろ」と
「婦人ホーム」の予約受付開始時間が
一部変更になります

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
1月19日㈪ 午前9時 0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)

放射線量の測定値

　（仮称）行田市市民公益活動推進基本計画とは、市民
やＮＰＯなどの公益活動を支援し、市民や市民公益活
動団体主体による協働のまちづくりを推進するための
計画で、平成27年度から5年間を計画期間として策
定しています。
　このたび、計画（案）がまとまりましたので、市民の
皆さんから広く意見を募集します。

▶意見募集期間　3月2日㈪まで
▶閲覧場所　地域づくり支援課、市政情報コーナー（開
庁時間内に限ります）※市ホームページからも閲覧可
▶意見提出方法　住所、氏名、電話番号を明記の上（様
式自由）、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれ
かの方法で提出してください。【持参・郵送】〒361
―8601 行田市本丸2―5 行田市地域づくり支援課
【ＦＡＸ】556―3083【Ｅメール】chiikizukuri@
city.gyoda.lg.jp
▶提出された意見について　個人を特定できないよう
に編集し、概要を公表します。また、意見に基づい
て修正した場合は、その内容を公表します。なお、
個別には回答しません。
▶問い合わせ　同課協働推進担当(内線253)

（仮称）行田市市民公益活動推進
基本計画（案）に対する意見を
募集します

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制）
産業文化会館
2階会議室 2月24日㈫ ※ 予約はその月の１

日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

市役所 3月12日㈭

行政 産業文化会館
2階会議室 2月16日㈪、3月2日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 3月11日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会
埼北支部
☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方対象に電話相
談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

認知症
（予約制）

産業文化会館
2階会議室

2月20日㈮　
※ 40歳以上で認知症に対して不安を持っ
ている方、またはその家族が対象

午後1時30分～ 3時30分
（１人40分程度）

高齢者福祉課
（内線278）

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 3月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 3月1日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 2月17日㈫・24日㈫、
3月3日㈫・10日㈫　 午後5時15分～ 7時

談相種各 （2月15日～3月14日）

▶日 時　2月18日㈬ 午前10時30分～11時　　
▶内 容　絵本、パネルシアターなど
▶対 象　２、３歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　2月28日㈯ 午前11時
▶内 容　絵本や手遊びなど
▶対 象　幼児
▶主 催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　3月７日㈯ 午後２時
▶内 容　絵本や紙芝居など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　3月14日㈯ 午後2時
▶内 容　絵本や紙芝居など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしポケット　

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

お は な し 会

▶日 時　3月８日㈰ 午前11時
▶場 所　おはなしのへや
▶対 象　英語に興味がある方
▶協 力　ハートイングリッシュスクール

英 語 児 童 書 読 み 聞 か せ 会

　４カ月児健診に合わせて絵本を配布しています。
▶日 時　3月５日㈭ 午後１時から受け付け
▶場 所　行田グリーンアリーナ
▶持 ち 物　母子健康手帳

ブ ッ ク ス タ ー ト

移 動 図 書 館 巡 回 日 程

・キャプテンサンダーボルト(阿部和重、伊坂幸太郎／著)
・世界の美しい図書館(パイインターナショナル/出版)
・リウマチの最新治療(吉野槇一／監修、主婦の友社/編)
・ のんびりしてたら…(五味太郎／作)
・ 星のこども(ステファニー・ロス・シソン／作、山崎
直子／訳)

・被災犬｢じゃがいも｣の挑戦(山口常夫／文)

新 着 図 書

2
月
17
日
（火）

太
田
東
小

2
月
18
日
（水）

星
宮
小

2
月
26
日
（木）

須
加
小

2
月
27
日
（金）

埼
玉
小

3
月
5
日
（木）

泉
小

3
月
13
日
（金）

※変更となる場合もあります

3
月
10
日
（火）

北
河
原
小

2
月
25
日
（水）

荒
木
小

3
月
11
日
（水）

2
月
24
日
（火）

2
月
19
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

3
月
6
日
（金）

太
田
西
小

3
月
4
日
（水）

3
月
12
日
（木）

南
河
原
小

　16ミリフィルムならではの味わいのある昭和の記録
映像やアニメーションを楽しみませんか。
▶日 時　2月22日㈰ 午後2時
▶場 所　映像ホール
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

1 6 ミ リ フ ィ ル ム 特 別 映 写 会昨年の図書館の利用状況をお知らせします
～数字からみる図書館～

▶総貸出数　総貸出数は500,584冊(雑誌、ＣＤ・Ｄ
ＶＤ・ＶＴＲ含む)で、一日平均貸出数は1,726冊
でした。

▶貸出利用者　貸出利用者は11,782人で、市民7人に
1人の方が図書館を利用しました。また、1人当た
りの貸出数は43冊でした。

▶蔵 書 数　蔵書数は309,179冊（平成26年12月
末現在）で、図書295,794冊、雑誌6,098冊、ＣＤ・
ＤＶＤ・ＶＴＲ7,287点蔵書している他、新聞12
紙をそろえています。

　図書館では、読み聞かせ会や映画会、赤ちゃんタ
イムなどのイベントも実施していますので、お気軽
に図書館をご利用ください。

▶日 時　2月21日㈯ 午後2時
▶場 所　映像ホール
▶題 名　マッチ売りの少女 他(計56分)
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

定 例 子 ど も 映 画 会

▶日 時　2月15日㈰ 午後2時
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　詩やエッセイなどの朗読
▶主 催　おしゃべりインコの会
※２月から開催日を毎月第3日曜日に変更しました。

読 み 語 り の 会
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　1月9日、商工センターホールで「落語家に学ぶス
トレス解消発声法講座」が開催されました。
　この講座は、ストレスがもたらす病気や、その予
防・解消法を学ぶことを目的として行われたもの
です。講師を務めた落語家の柳家小団治さんは、
ストレスを解消するための発声法を落語を交えな
がら解説。受講者も落語に挑戦する内容とあって、
会場は終始笑いに包まれていました。

　1月1日、古代蓮会館で毎年恒例の迎春企画
「タワーからみんなでみよう『初日の出』」が行わ
れました。
　このイベントは、毎年、開館時間の午前6時ご
ろには長蛇の列ができるほど大人気の催しで、今
年は市内外から約300人が来場しました。初日
の出の時刻は午前6時51分。その時間を過ぎる
と、少し厚めの雲から太陽が顔をのぞかせ、優し
い光で展望室を包み込みました。その光景を目の
当たりにした来場者は歓声を上げるとともに、記
念撮影をしたり、両手を合わせて新年の願い事を
したりと、記憶に残る2015年の元旦を迎えてい
ました。

　12月19日、和光保育園で東京キリンビバレッジ
サービス株式会社主催による交通安全教室が行われ
ました。
　この教室は、下忍地区に事業所を持つ同社が、社会
貢献活動の一貫として行ったものです。講義では、
実際に業務で使用している配送車を用いて、車には
死角があり、とても危険であることやシートベルト
の着用が命を守ることを説明しました。講師の説明
を真剣に聞いていた園児たちは、この体験を通して、
交通安全の意識を身に付けることができました。

たくさん笑ってストレス解消

幸せいっぱいの1年になりますように

配送車を利用した交通安全教室

　12月31日、忍城址鐘
しょう
楼
ろう
付近で「行田ゆく年くる年」が行

われました。
　2014年を振り返るとともに、2015年を新たな気持ちで
迎えようと大勢の方が来場。特に、午後11時から行われた
鐘突きには、開始前から長蛇の列ができ、思い思いに願いを
込めて鐘を突いていました。また、午前0時になると、新年
を祝う家族や友人で会場は大盛り上がり。新たな年の幕開
けを飾るイベントとなりました。

新年を祝う

　1月10日、中央公民館で第29回少年少女将棋大会が開
催されました。
　市内の小・中学生が個人戦、団体戦に分かれて対局する
この大会には、67人が参加。トーナメント戦に挑んだ選
手たちは、盤上で白熱した戦いを繰り広げるとともに、対
局を通じて交流を深めていました。また、ゲストとして
招かれた加藤一

ひ

二
ふ

三
み

九段と矢内理絵子女流五段による指
導対局も行われるなど、初級者から上級者まで誰もが将
棋を身近に感じることができる大会となりました。

盤上の熱き戦い

GYODA CITY PHOTO STUDIOGYODA CITY PHOTO STUDIO

写真館

　1月10日、産業文化会館および水城公園で平成27年行田市
消防出初式が開催されました。
　この催しは、消防団員・消防職員、消防関係者などが一堂に会
し、市民の皆さんと1年の安心を願うとともに、防火防災意識を
高めるために毎年実施しています。当日は、服装規律点検や消
防団員による模範演技、消防車や防災ヘリコプターによる一斉
放水などが行われました。
　この出初式を通して、参加した誰もが「自分たちの地域は自分
で守る」という意識をさらに高めることができた他、これからも消
防や防災に関する技術を磨いていくことでしょう。

防火防災意識をさらに高める
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質
の
節
句
品
を
提
供
し
続
け
ま

す
」
と
力
強
く
語
り
ま
す
。
伝
統
を
守
り
、

わ
が
子
を
思
う
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
商
品
を
生
み
出
し
て
い
る
同
社
。
節
句
品

の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
日
本

の
伝
統
産
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
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末
広
が
り
の
形
状
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
来
よ

り
縁
起
の
良
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
ひ
ょ
う
た
ん
」。

こ
の
植
物
を
自
ら
の
手
で
栽
培
し
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

や
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
に
加
工
し
て
、
見
た
人
の
ハ
ー
ト
を

わ
し
づ
か
み
に
し
て
い
る
の
が
木
元
康
夫
さ
ん
で
す
。

　
木
元
さ
ん
が
ひ
ょ
う
た
ん
の
栽
培
と
加
工
を
始
め
た

の
は
49
歳
の
と
き
。
友
人
か
ら
種
を
も
ら
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
自
宅
の
庭
で
育
て
た
ひ
ょ
う
た
ん

を
眺
め
て
い
る
と
「
少
し
手
を
加
え
る
と
、
き
れ
い
な

も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が

浮
か
ん
だ
そ
う
で
す
。
試
し
に
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
で
色

を
付
け
て
み
る
こ
と
に
。
す
る
と
、
無
機
質
だ
っ
た

ひ
ょ
う
た
ん
が
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
姿
を
変
え
た
の

で
す
。「
何
て
お
も
し
ろ
い
表
情
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
。

1
年
中
楽
し
め
る
し
、
こ
れ
を
新
た
な
趣
味
に
し
よ

う
」
木
元
さ
ん
は
そ
れ
以
来
、
育
て
た
ひ
ょ
う
た
ん
に

装
飾
を
施
す
こ
と
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
作
品
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
3
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
所
沢
市

で
開
催
さ
れ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
研
ぎ
出
し
技

法
（
塗
料
を
重
ね
塗
り
し
た
も
の
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

な
ど
で
表
面
を
削
り
、
独
特
の
模
様
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
技
法
）
を
使
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん
作
品
に
出
会
っ
た

の
で
す
。
直
接
店
主
か
ら
こ
の
技
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教

え
て
も
ら
っ
た
木
元
さ
ん
は
「
自
分
に
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
挑
戦
を
決
意
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
関
連
書
籍
を
参
考
に
し
た
り
、
作
品
展
に
何

度
も
足
を
運
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
独
学
で
自
身
の
腕
を

磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
こ
と
8
年
。
そ
の
こ
ろ
に
は
自

分
自
身
で
満
足
い
く
作
品
が
で
き
る
腕
前
に
。
平
成
22

年
か
ら
市
の
文
化
祭
に
毎
年
出
展
し
、
作
品
を
見
た
人

が
「
何
で
で
き
て
い
る
の
」「
カ
ラ
フ
ル
で
す
て
き
」

と
い
っ
た
驚
き
と
称
賛
の
声
を
上
げ
る
そ
う
で
す
。
今

で
は
研
ぎ
出
し
技
法
に
加
え
、「
透
か
し
彫
り
」「
貝
殻

螺ら

鈿で
ん

貼
り
付
け
」「
沈
金
技
法
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
技

法
を
駆
使
し
て
数
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
木
元
さ
ん
は
ひ
ょ
う
た
ん
作
品
の
魅
力
に
つ
い
て

「
一
つ
の
作
品
に
1
年
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
出

来
上
が
る
と
愛
着
が
湧
い
て
き
ま
す
。
こ
の
世
に
1
つ

し
か
な
い
も
の
を
作
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す

ね
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
語
り
ま
す
。

　
今
年
の
文
化
祭
に
向
け
て
既
に
準
備
を
進
め
て
い
る

木
元
さ
ん
は
、
現
在
ち
り
め
ん
細
工
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
を
考
案
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
あ
っ
と

驚
く
作
品
で
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て

い
き
た
い
」
縁
起
物
を
使
っ
た
芸
術
作
品
で
、
木
元
さ

ん
は
ひ
ょ
う
た
ん
の
奥
深
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役社長　小菅 克祥
【事業内容】 節句品（雛人形、五月人
形、こいのぼり）の製造、販売
【住所】 藤原町1―6―1

東旭株式会社
独自の技術とこだわりで高品質の節句品を提供

めましてはじ ○ 2月2日㈪～27日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、3月3日㈫午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

菅
田
　
昇あ
さ
ひ陽 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
26
年
2
月
8
日
生
ま
れ

父
・
康
幸
さ
ん　
母
・
久
美
子
さ
ん

「
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

 

し
た
い
ね
☆
」

朝
見 

り
い
咲さ 

ち
ゃ
ん （
小
敷
田
）

平
成
26
年
2
月
26
日
生
ま
れ

父
・
裕
義
さ
ん　
母
・
美
城
さ
ん

「
り
い
ち
ゃ
ん
、

 

優
し
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

渋
沢
　
一か
ず
と斗 

ち
ゃ
ん （
小
針
）

平
成
26
年
2
月
8
日
生
ま
れ

父
・
裕
也
さ
ん　
母
・
慶
子
さ
ん

「
一
本
筋
の
通
っ
た
男
に
!!
」

島
村
　
心こ
は
る陽 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
2
月
17
日
生
ま
れ

父
・
貴
裕
さ
ん　
母
・
咲
さ
ん

「
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
♡
」

堀
　
嵩し
ゅ
う
と翔 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
26
年
2
月
5
日
生
ま
れ

父
・
智
一
さ
ん　
母
・
景
子
さ
ん

「
い
つ
も
笑
顔

 

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
☆
」

新
井
　
爽そ
う
た太 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
26
年
2
月
17
日
生
ま
れ

父
・
孝
夫
さ
ん　
母
・
里
美
さ
ん

「
清
々
し
く
爽
や
か
で
あ
れ
。」

 

城
西 

西
田
𠮷
之
助

柳
箸
作
り
新
年
迎
え
け
り

 

谷
郷 

𠮷
野
　
六
郎

ひ
と
と
せ
の
思
い
浮
か
べ
つ
年
賀
状

 

富
士
見
町 

金
井
し
づ
子

十
の
字
に
切
ら
れ
白
菜
ふ
く
ら
み
ぬ

 

忍 

飯
島
　
素
子

老
い
て
尚
夢
を
追
い
か
け
初
み
く
じ

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

柚
湯
の
香
仄
か
に
ま
と
い
寝
髪
梳す

く

 

前
谷 

島
田
奈
智
子

豆
を
煎
る
母
の
頭
上
に
鬼
の
面

 

門
井
町 

嶋
田
　
　
茂

古
墳
よ
り
妻
と
祈
る
や
初
日
の
出

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

そ
れ
な
り
に
生
き
て
ゐ
ま
す
と
賀
状
く
る

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

大
晦
日
不
安
だ
ら
け
の
平
和
か
な

 

前
谷 

町
田
　
貞
子

買
は
ぬ
の
に
ち
ら
し
の
お
せ
ち
比
べ
み
る

 

持
田 

伊
藤
　
洋
子

夕
日
背
に
土
手
の
散
歩
や
枯
尾
花

 

谷
郷 

加
美
　
宏
孝

柿
の
実
を
誰
も
取
ら
ず
に
鳥
の
餌

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

我
に
似
ぬ
孫
の
達
筆
筆
始
め

 

持
田 

丸
山
　
麟
一

孫
達
に
囲
ま
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

誕
生
日
赤
丸
記
す
古
暦

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
な
ど
と
自
虐
の
褞ど

て
ら袍
か
な

 

荒
木 

藤
田
　
明
枝

走
り
根
の
太
き
に
ふ
れ
て
初
詣

 

城
西 

鈴
木
　
正
夫

初
詣
住
み
慣
れ
に
け
り
蔵
の
町

 

荒
木 

森
田
　
　
静

父
の
手
の
温
み
痛
み
も
知
ら
ず
冬

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

新
調
の
畳
の
匂
ひ
小
鳥
来
る

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

★★★ 平成26年 2月生まれ のおともだち ★★★

平成26年4月生まれのお子さんを募集します

縁
起
物
の
ひ
ょ
う
た
ん
作
品
で

 

人
々
を
魅
了

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

木
元 

康
夫 

さ
ん
（
63
歳
・
中
央
）



催し・募集
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▼
日
時
　
2
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時　
▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍

1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
ア
ー
ト

展
示
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
展
示
・

販
売
、
飲
食
物
の
販
売
な
ど　
▼
主

催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
問
　
足
袋
蔵
ま

ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
５
５
２

―
１
０
１
０

ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ

in
ぎ
ょ
う
だ
２
０
１
５

▼
日
時
　【
第
18
回
】
3
月
14
日
㈯

【
第
19
回
】
3
月
15
日
㈰
い
ず
れ
も

午
前
8
時
45
分
〜
午
後
5
時
30
分　

▼
場
所
　
消
防
本
部
第
3
会
議
室　

▼
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・
小

児
・
乳
児
）、
異
物
除
去
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、
傷
病
者
管
理

講
座
・
教
室
・
講
習
会

上
級
救
命
講
習
会

▼
日
時
　
2
月
28
日
㈯
午
前
9
時
〜

10
時
ご
ろ
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
前
日

に
判
断
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
周
知
）　
▼
集
合

場
所
　
総
合
公
園
管
理
棟
前　
▼
内

容
　
総
合
公
園
を
愛
着
の
あ
る
公
園

に
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

活
動
を
行
う　
▼
持
ち
物
　
清
掃
用

の
手
袋
、
ご
み
袋　
▼
主
催
　
行
田

の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委
員
会　
▼
問
　

同
委
員
会
事
務
局
（
都
市
計
画
課

内
・
内
線
５
６
０
３
ま
た
は
管
理
課

内
・
内
線
５
７
０
３
）

▼
日
時
　
3
月
7
日
㈯
午
後
1
時　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
市
内
の
公
民
館
で
活
動
す

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
16
団
体
が
歌

謡
曲
や
童
謡
な
ど
を
披
露
す
る　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
市
教
育

委
員
会　

▼
問
　
中
央
公
民
館
☎

５
５
６
―
２
６
４
９

イ
ベ
ン
ト

総
合
公
園
の
清
掃
活
動

第
19
回
行
田
市
公
民
館

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス
発
表
会

法
、
外
傷
の
手
当
て
要
領
な
ど
を
取

り
入
れ
た
上
級
救
命
講
習
会
（
8

時
間
）　
▼
定
員
　
両
日
と
も
20
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
そ

の
他
　
昼
食
は
各
自
で
用
意　
▼
申

・
問
　
2
月
16
日
㈪
午
前
8
時
30
分

か
ら
消
防
署
☎
５
５
０
―
２
１
２
３

▼
日
時
　 

2
月
21
日
㈯
午
後
1
時

30
分　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
浅
倉
孝
郎
さ
ん

（
埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

に
よ
る
講
演
「
私
た
ち
の
く
ら
し

と
ご
み
問
題
」　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催
　
行
田
市
衛
生
協
力
会
連
合

会　
▼
申
・
問
　
2
月
16
日
㈪
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
事

務
局
（
環
境
課
内
）
☎
５
５
６
―

９
５
３
０
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―

０
７
９
２

▼
日
時
　
3
月
7
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　

▼
内
容
　

「
聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う
」
さ
ん

（
元
保
育
士
、
現
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
講
師
に
迎
え
、

ご
み
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▼
日
時
　
3
月
15
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
3
時　
▼
集
合
場
所
　
牧
禎
舎

（
忍
1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
藍

染
め
・
足
袋
づ
く
り
の
見
学
お
よ
び
体

験
、
市
内
散
策
、
食
事
、
イ
チ
ゴ
狩
り　

▼
対
象
　
20
代
か
ら
40
代
の
独
身
の

男
女　
▼
定
員
　
男
女
20
組（
計
40

人
）※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

結
果
は
後
日
送
付　
▼
参
加
費
　【
男

性
】
4
千
円
【
女
性
】
2
千
円　
▼

そ
の
他
　
2
人
1
組
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　
▼
申
　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
性
別
を
記
入
の
上

（
様
式
自
由
） 、
2
月
28
日
㈯
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魅
力
創
造

倶
楽
部
事
務
局
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―

３
２
３
３　
▼
問
　
同
法
人
事
務
局
☎

０
９
０
―
３
５
４
７
―
６
５
７
３

▼
日
時
　
3
月
1
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
15
分　
▼
場
所
　
長
野
公

民
館　
▼
内
容
　【
公
演
】「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
」「
か
も
と
り
ご
ん
べ
」

他
【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】
舞
台
上
で

人
形
劇
を
体
験
す
る　
▼
入
場
無
料
　

▼
問
　
安
東
☎
５
５
４
―
０
９
９
９

ま
ち
コ
ン

〜
藍
で
愛
を
染
め
る
〜

Ｉ
Ｎ
行
田

人
形
劇
サ
ー
ク
ル「
ぽ
っ
け
」

25
周
年
記
念
公
演

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
を
行
う　

▼
定
員
　
50
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
主

催
　
公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会　
▼

後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
申

・
問
　
同
会
☎
５
５
６
―
９
０
０
０

（
月
・
木
曜
日
の
み
）
ま
た
は
宮
脇

書
店
行
田
店
☎
５
５
４
―
６
３
０
０

▼
日
時
　
2
月
21
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
3
時　

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
学
習
室 　

▼
内
容
　
思

春
期
（
不
登
校
）
の
子
育
て
に
つ

い
て
、
茂
木
美
智
代
さ
ん
（
家
庭
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、
井
上
文
子
さ

ん
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る　
▼
対
象
　
思
春
期
の
子

ど
も
が
い
る
保
護
者　
▼
定
員
　
30

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼

申
・
問
　
2
月
10
日
㈫
〜
20
日
㈮
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ

う
だ
☎
５
５
６
―
９
３
０
１
（
2
月

16
日
㈪
は
休
館
）
※
ひ
と
と
き
保
育

（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
・
無
料
）

の
申
し
込
み

は
2
月
14
日

㈯
ま
で 子

育
て
支
援
講
座

〜
思
春
期
（
不
登
校
）
の

子
育
て
に
悩
む
親
た
ち
へ
〜

羽生市 
「道の駅はにゅう」に関口義明氏の顕彰碑と
写真パネルを設置しています
　平成26年3月に、羽生市出身の作詞家である関口
義明氏の功績を称える顕彰碑が建立されました。こ
の顕彰碑からは「あゝ上野駅」の音楽が流れるように
なっています。また、関口氏の写真などの展示も
行っていますので、ぜひお越しください。

▼場 所　道の駅はにゅう（羽生市上新郷7066）

▼ そ の 他　顕彰碑の音楽は午前8時から午後5時
まで流れます。また、写真の展示は午
前8時30分から日没までです。

▼ 問い合わせ　関口義明先生を偲ぶ市民の会会長長谷
川☎561―1026

加須市 
イチゴ収穫体験

▼日 時　2月14日㈯～ 4月末ごろ午前9時～午
後3時（月曜日を除く）

▼場 所　北川辺ライスパーク（加須市麦倉454）

▼ 費 用　3パック（約1キログラム）まで1,200
円※都合により収穫できない場合があ
りますので、事前に問い合わせくださ
い。

▼問い合わせ　北川辺ライスパーク
 ☎0280―62―4349

～でかけませんか となりまち～

■ ■ ■　北彩タウン情報　■ ■ ■　小学3年生の学習活動に連動して、明治から昭和にかけての懐か
しい暮らしの道具を展示します。こまやお手玉などの昔の子供たち
の遊びや蚊帳の使い方なども体験できます。

▼ 開催期間　2月7日㈯～ 4月5日㈰（月曜日および2月12日㈭・
27日㈮、3月27日㈮は休館）

▼開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）

▼場 所　郷土博物館企画展示室

▼入 館 料　【一般】200円【大学・高校生】100円
 【小・中学生】50円※団体割引あり

体験学習 らうんじ・わーくしょっぷ
「むかしのくらし・あそび体験会」も開催

▼日時　3月7日㈯ 午前10時～正午、午後1時30分～3時30分

▼場所　郷土博物館講座室

▼問い合わせ　同館☎554―5911

博学連携展示「むかしのくらし」

広告広告
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ベ
ル
・
プ
ラ
ス

音
楽
交
流
事
業

「
カ
ル
テ
ッ
ト
・
ス
ピ
リ
タ
ス
」

▼
日
時
　
3
月
6
日
㈮
午
後
6
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
サ
ク
ソ
ホ
ン
四

重
奏
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
中

心
と
し
た
音
楽
を
お
届
け
す
る　
▼

出
演
　
カ
ル
テ
ッ
ト
・
ス
ピ
リ
タ
ス　

▼
入
場
無
料 

▼
申
　
整
理
券
は
2

月
14
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
館
窓
口

で
配
布

チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室

▼
日
時
　
2
月
18
日
、
3
月
4
日
・

11
日
・
18
日
の
水
曜
日
（
全
4
回
）

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分　
▼
場

所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」

会
議
室　
▼
内
容
　
椅
子
を
使
っ
た

簡
単
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
体
力

の
増
進
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る　

▼
定
員
　
各
回
20
人
（
先
着

順
）　

▼
対
象
　
高
校
生
以
上　

▼

参
加
費
　
1
回
４
０
０
円　
▼
そ
の

他
　
運
動
に
適
し
た
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
連
れ

て
の
参
加
は
不
可　
▼
申
　
各
開
催

日
の
開
始
時
間
ま
で
に
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
で
受
け
付
け

古
代
蓮
の
里
売
店

出
店
登
録
業
者
を

募
集
し
ま
す

　
古
代
蓮
の
里
売
店
で
は
、
弁
当
な

ど
の
食
品
や
蓮
に
関
連
す
る
雑
貨
な

ど
を
販
売
す
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件
　
次
の
①
〜
④
全
て
を

満
た
し
て
い
る
業
者　
①
市
内
に
事

業
所
を
置
い
て
い
る
こ
と　
②
来
園

者
の
利
便
に
供
す
る
も
の
を
販
売
で

き
る
こ
と　
③
一
年
を
通
じ
て
継
続

的
に
商
品
を
出
品
で
き
る
こ
と　
④

法
人
税
ま
た
は
市
県
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と　
▼
応
募
締
切
　
2
月

28
日
㈯
午
後
4
時
ま
で　
▼
そ
の
他
　

詳
細
は
電
話
で
古
代
蓮
会
館
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

　
2
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。

古
代
蓮
会
館

バ
レ
ン
タ
イ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト

鑑
賞
会

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
展
望
タ
ワ
ー

か
ら
夕
日
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
7
時
（
入
館
受
け
付
け
は
午
後

6
時
30
分
ま
で
）　
▼
そ
の
他
　
①

有
料
入
館
者
に
一
口
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
進
呈　
②
館
内
休
憩
所
で
ホ
ッ
ト

コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供　
▼
入
館
料
　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料

【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口84,363人　男41,961人　女42,402人　世帯数33,893世帯
（平成27年1月1日現在） 12月中の異動　出生45人　転入等177人　死亡88人　転出等172人

▼
日
時
　
2
月
24
日
㈫
午
後
1
時
〜

4
時（
午
後
0
時
10
分
受
け
付
け
）　

▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展

示
場（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町

1
―
7
―
5
）　
▼
対
象
　
平
成
27
年

3
月
に
大
学（
院
）・
短
大
・
高
専
・
専

門
学
校
な
ど
の
卒
業
を
予
定
し
て
い

る
方
ま
た
は
卒
業
後
3
年
以
内
の
方　

▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他
　
応
募
先
企

業
が
決
まって
い
る
方
は
履
歴
書
を
持

参
。
ま
た
、
女
性
を
対
象
に「
就
活
メ

イ
ク
講
座
」
を
開
催（
事
前
予
約
制
）

し
ま
す
。
詳
し
く
は
埼
玉
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
▼

問
　
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
４
８
―
６
５
０
―
２
２
３
４

▼
日
時
　
3
月
12
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除

く
）　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容
　
全
血
献
血　
▼
主
催
　
行

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
▼
そ
の
他
　

献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
お
持
ち
の
方
）　
▼
問
　
埼
玉
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
２
―

９
８
５
―
６
９
３
３

そ 

の 

他

大
卒
等
就
職
面
接
会

献
血

初
級
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容
　
木
造
建
築
に
関
わ
る
設

計
、
制
作
、
修
復
な
ど
を
基
礎
か
ら

学
ぶ　
▼
定
員
　
5
人

日
曜
大
工
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容
　
趣
味
と
実
益
の
た
め
に
木

工
の
基
礎
技
能
を
修
得
す
る　
▼
定

員
　
15
人

▼
そ
の
他
　
受
講
料
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・

募
　
　
集

も
の
つ
く
り
大
学

「
も
の
づ
く
り
市
民
工
房
」

受
講
生

▼
日
時
　
2
月
27
日
㈮
午
後
1
時
30

分　
▼
場
所
　
佐
間
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
神
田
道
子
さ
ん
（
前
国
立

女
性
教
育
会
館
理
事
長
）
に
よ
る
講

演
「
女
性
と
人
権
」　

▼
対
象
　
市

内
在
住
の
方　
▼
定
員
　
１
０
０
人

（
申
し
込
み
不
要
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
問
　
同
館
☎
５
５
３
―
１
４
７
８

▼
日
時
　
2
月
21
日
〜
3
月
21
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7
時

〜
8
時
15
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
対

象
　
小
学
生
以
上　

▼
費
用
　【
中

学
生
以
下
】
1
千
５
０
０
円
【
高

校
生
以
上
】
2
千
５
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
を
含
む
）　
▼
服
装
　
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
の
し

や
す
い
服
装　

▼
持
ち
物
　
タ
オ

ル　

▼
主
催
　
行
田
市
少
林
寺
拳

法
連
盟　
▼
申
　
2
月
7
日
㈯
・
14

日
㈯
午
後
6
時
〜
7
時
に
費
用
を

添
え
て
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
」
ロ
ビ
ー　
▼
問
　
同
連
盟
島
田

☎
５
８
８
―
４
６
９
４
ま
た
は
☎

０
９
０
―
４
６
６
５
―
０
９
０
１

人
権
講
演
会

少
林
寺
拳
法
教
室

▼
日
時
　
3
月
10
日
〜
24
日
の
毎
週

火
曜
日
（
全
3
回
）
午
後
2
時
〜
4

時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
第
3
研
修
室　
▼
内

容
　
高
倉
恵
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

埼
玉
県
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
）
を
講
師
に
迎
え
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
で
あ
る
傾
聴
を
学

ぶ　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
た
は

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
方　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講
無
料
　
▼
申
・
問
　
2
月
9

日
㈪
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

▼
日
時
　
2
月
20
日
㈮
午
後
6
時
30

分
開
会　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　
▼
内
容
　
北
村
肇

さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
や
生
活
に
つ
い
て
ど

う
す
れ
ば
良
く
な
る
の
か
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る　
▼
参
加
無
料
　
▼

主
催
　
2
・
20
地
域
総
行
動
実
行
委

員
会　
▼
問
　
同
委
員
会
☎
５
５
３

―
２
３
２
１

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

北
村
肇
講
演
会

問
　
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
同
大
学
建

設
学
科
事
務
☎
５
６
４
―
３
８
４
９

（
月
〜
金
曜
日
、
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

▼
活
動
日
時
　
4
月
5
日
㈰
午
前
6

時
30
分
〜
正
午　
▼
場
所
　
古
代
蓮

の
里　
▼
内
容
　
参
加
賞
の
配
布
や

選
手
誘
導
な
ど　
▼
対
象
　
15
歳
以

上
の
方　
▼
そ
の
他
　
3
月
下
旬
に
事

前
説
明
会
を
実
施　
▼
申
・
問
　
2
月

27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
）☎
５
５
６
―
８
３
３
６

鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

あなたも行田市の登録手話通訳者になりませんか
　聴覚・音声または言語機能に障害のある方に対して、手話通訳を行
う登録通訳者の選考試験を実施します。登録後は、派遣申請に基づき
手話通訳業務を依頼します。

▼日 時　3月8日㈰午前9時30分～正午

▼場 所　総合福祉会館「やすらぎの里」

▼受験資格　平成27年4月1日現在、満20歳以上の方（学生を除く）

▼試験内容　

筆 記

①行田市の福祉に関する知識
②聴覚障害者に関する知識
③障害者福祉に関する知識
④手話通訳に関する知識

50分

聞き取り 手話表現　　　　2問 5分
読み取り 口　　述　　　　2問 5分
面 接 － 10分

※ 手話通訳士の資格を有する方、全国統一試験または埼玉県の登録手
話通訳者認定試験に合格している方は面接のみ行います。

▼申し込み　2月2日㈪から福祉課と行田市社会福祉協議会で配布す
る所定の申込用紙に必要事項を記入し、選考試験実施要
領を参照の上、2月27日㈮（必着）までに提出してくださ
い。※選考試験実施要領と申込書の配布は、土・日曜日、
祝日を除きます。

▼ 問い合わせ　同課障害福祉担当（内線266）または同協議会☎557―
5400

広告広告



　

先
月
、「
万
葉
集
」
収
録
の
行
田
市
に
関
係
す
る

と
推
測
さ
れ
て
い
る
歌
４
首
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
小
埼
の
沼
」
や
「
埼
玉

の
津
」（
津
は
当
時
の
港
）
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
「
小
埼
の
沼
」
や
「
埼
玉
の
津
」
の
場
所
に
つ
い

て
は
、
江
戸
時
代
か
ら
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
宝
暦
３

年
（
１
７
５
３
）
に
忍
城
主
阿
部
正ま
さ

允ち
か

が
埼
玉
地
区

に
あ
る
小
埼
沼
こ
そ
が
「
小
埼
の
沼
」
で
、「
埼
玉

の
津
」
が
あ
っ
た
入
り
江
の
名
残
で
あ
る
と
し
て
、

万
葉
歌
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
そ
の
説
が

有
力
と
な
り
、
後
に
埼
玉

県
指
定
旧
跡
「
万
葉
遺
跡・

小
埼
沼
」
に
指
定
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
約
20

年
程
前
に
こ
の
小
埼
沼
の

脇
で
水
路
工
事
が
行
わ
れ

た
際
、
関
東
ロ
ー
ム
層
が

確
認
さ
れ
、
こ
の
場
所
が

か
つ
て
台
地
の
上
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
同
じ
台
地
上
の

約
６
５
０
メ
ー
ト
ル
北
方

の
粗
大
ご
み
処
理
場
付
近

に
広
が
る
小
針
遺
跡
で

は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
多

数
検
出
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
以
前
は
、
こ
の
台

地
上
が
比
較
的
乾
い
た
土
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、「
万
葉
集
」
が
編
さ
ん
さ
れ
た
奈

良
時
代
ご
ろ
に
は
、
現
在
の
小
埼
沼
周
辺
は
、
沼
や

港
が
存
在
す
る
よ
う
な
低
湿
地
で
は
な
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
す
。

　

行
田
市
周
辺
の
加
須
低
地
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、

台
地
が
徐
々
に
地
盤
沈
下
し
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
地
中
に
埋
没
し
て
低
地
化
し
た
地
域
で
す
。
平
安

時
代
に
は
台
地
上
で
あ
っ
た
小
埼
沼
周
辺
も
、
そ
の

後
埋
没
し
て
低
湿
地
化
し
、
江
戸

時
代
に
は
小
埼
沼
が
形
成
さ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
小
埼
の
沼
」
や

「
埼
玉
の
津
」
は
い
っ
た
い
ど
こ

に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
行
田

み
な
み
産
業
団
地
付
近
に
広
が
る

築
道
下
遺
跡
が
港
湾
遺
跡
で
あ
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
が
「
埼
玉
の
津
」
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

謎
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い

の
で
す
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
23

行
田 

歴
史
系
譜
251

「
埼
玉
の
津
」
は
い
ず
こ
に

　1月11日、産業文化会館ホールで「平成27年行田市新
成人を祝う会」が行われました。

　華やかな振袖やスーツに身を包み、この式典に参加した新成人は770
人。会場では、中学時代を写真で振り返るスライドショーの上映や豪華賞
品が当たる抽選会が実施されました。新成人は旧友と懐かしい話をしなが
ら、楽しいひとときを過ごしているようでした。

こぜに 行く!
with
フラべぇ

がちゃん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　今
こん

月
げつ

は、埼
さき

玉
たま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

内
ない

で三
さん

番
ばん

目
め

に大
おお

きい鉄
てっ

砲
ぽう

山
やま

古
こ

墳
ふん

を紹
しょう

介
かい

するよ。
　大

たい

正
しょう

時
じ

代
だい

までは「御
お

風
ふ

呂
ろ

山
やま

」と呼
よ

ばれていた鉄
てっ

砲
ぽう

山
やま

古
こ

墳
ふん

は、
忍
おし

藩
はん

の砲
ほう

術
じゅつ

練
れん

習
しゅう

場
じょう

だったことから、昭
しょう

和
わ

10年
ねん

代
だい

に今
いま

の名
めい

称
しょう

になったんだ。現
げん

在
ざい

、古
こ

墳
ふん

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

が行
おこな

われているけど、
全
ぜん

国
こく

的
てき

にも貴
き

重
ちょう

な発
はっ

見
けん

があったよ。それは、三
さん

重
じゅう

目
め

の堀
ほり

と砲
ほう

術
じゅつ

訓
くん

練
れん

を行
おこな

った射
しゃ

撃
げき

場
じょう

が見
み

つかったこと。古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

から江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までの遺
い

構
こう

が同
どう

時
じ

に見
み

つかるなんて、とてもすごいこ
となんだ！皆

みな

さん、ぜひ訪
おとず

れて、歴
れき

史
し

ロマンあふれる鉄
てっ

砲
ぽう

山
やま

古
こ

墳
ふん

の魅
み

力
りょく

に触
ふ

れてみてくださいね。

鉄
て っ

 砲
ぽ う

 山
や ま

 古
こ

 墳
ふ ん

埼玉県指定旧跡「万葉遺跡・小埼沼」


